
　

今
月
は
中
小
企
業
白
書
の
第
３
章

「
中
小
企
業
の
雇
用
動
向
と
人
材
の
確

保
・
育
成
」
と
「
ま
と
め
」
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　

�

中
小
企
業
の
雇
用
動
向
と
人
材
の

確
保
・
育
成

□�

雇
用
動
向
と
中
小
企
業
で
働
く
人
材

の
現
状

⑴
中
小
企
業
の
足
下
の
雇
用
動
向

　

中
小
企
業
の
雇
用
過
不
足
感
に
つ
い

て
は
、
09
年
１
～
３
月
期
に
過
剰
超
幅

が
急
速
に
拡
大
。
特
に
製
造
業
、
卸
売

業
で
過
剰
感
が
強
い
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で

も
、
雇
用
不
足
感
の
あ
る
企
業
は
一
定

程
度
存
在
。
雇
用
過
剰
感
が
高
ま
る
一

方
で
、ミ
ス
マ
ッ
チ
は
依
然
と
し
て
存
在
。

　

い
ず
れ
の
業
種
で
も
、
過
剰
（
製
造

業
に
多
い
）
を
見
込
む
中
小
企
業
と
不

足
（
医
療・福
祉
、生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス・

娯
楽
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
多
い
）

を
見
込
む
中
小
企
業
が
存
在
。

　

職
種
別
に
有
効
求
人
数
と
有
効
求
職

者
数
を
見
る
と
、
技
術
者
や
医
療
福
祉
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年
版
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関
係
の
専
門
的
な
職
種
が
不
足
す
る
一

方
、
一
般
事
務
な
ど
の
職
種
で
過
剰
と

な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
が
必
要
。

　

ま
た
、
大
卒
の
求
人
倍
率
は
、
中
小

企
業
は
常
に
１・
０
倍
を
上
回
っ
て
お

り
、
大
企
業
と
の
間
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

生
じ
て
い
る
。
現
在
、
大
企
業
が
採
用

抑
制
を
す
る
中
、
優
秀
な
人
材
を
確
保

で
き
る
好
機
と
す
る
中
小
企
業
も
あ
る
。

⑵
中
長
期
的
な
雇
用
動
向

　

中
小
企
業
は
人
材
が
最
も
重
要
な
経

営
資
源
と
考
え
て
お
り
、
中
長
期
的
に

は
労
働
力
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る

中
、
将
来
を
見
据
え
た
人
材
確
保
・
育

成
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑶�

中
小
企
業
で
働
く
人
材
の
現
状
と
離

職
率

　

中
小
企
業
の
雇
用
形
態
は
、
大
企
業

に
比
べ
て
非
正
規
社
員
の
割
合
が
高
い

が
、派
遣
労
働
者
は
や
や
少
な
く
、パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。

　

02
～
07
年
に
か
け
て
の
変
化
を
見
る

と
、
中
小
企
業
の
正
社
員
の
比
率
が
低

下
し
て
い
る
が
、
大
企
業
の
低
下
に
比

べ
る
と
低
下
幅
は
小
さ
い
。

　

正
社
員
を
含
む
一
般
労
働
者
の
離
職

率
は
、
従
業
員
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ

ど
、
直
近
10
年
間
で
正
社
員
と
し
て
採

用
し
た
新
卒
者
に
つ
い
て
、
現
在
も
働

い
て
い
る
割
合
が
９
割
以
上
の
企
業
と

１
割
未
満
の
企
業
に
二
極
化
。

　

中
小
企
業
が
人
材
育
成
の
効
果
を
確

保
し
て
い
く
観
点
か
ら
は
、
従
業
員
の

仕
事
へ
の
意
欲
（
や
り
が
い
）
を
高
め

る
こ
と
等
に
よ
る
離
職
の
抑
制
に
取
り

組
む
こ
と
も
重
要
。

⑷�

中
小
企
業
で
働
く
人
材
の
採
用
経
路

と
人
材
橋
渡
し
の
重
要
性

　

中
小
企
業
の
正
社
員
は
、
新
卒
者
よ

り
も
、
中
途
採
用
が
多
い
傾
向
。
ま
た
、

異
業
種
間
で
も
中
小
企
業
へ
の
人
材
の

移
動
が
多
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
材
の
橋
渡
し
を
支
援
す

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
議
所
・
商

工
会
等
の
積
極
的
な
取
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

⑸�

大
学
、
高
等
学
校
等
の
教
育
機
関
と

の
連
携
の
現
状
と
課
題

　

新
卒
に
関
し
て
は
、
中
小
企
業
と
教

育
機
関
の
連
携
も
重
要
。
教
育
機
関
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
た
中
小

企
業
と
の
交
流
が
大
企
業
と
の
交
流
以

上
に
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

従
業
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
就
職
先
と
し
て
「
大
企
業
に
就

職
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
多
い

が
、「
企
業
規
模
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
」

と
の
回
答
が
最
も
多
い
。
情
報
発
信
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
学
生

の
中
小
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
重
要
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

る
学
校
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
中

小
企
業
が
提
供
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
期
間
が
、
教
育
機
関
が
理
想

的
と
考
え
る
期
間
に
比
べ
て
短
い
等
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
そ
の
充
実
に
向

け
た
取
組
み
が
望
ま
れ
る

□�

中
小
企
業
の
賃
金
と
仕
事
の
や
り
が

い
⑴
中
小
企
業
の
賃
金
の
現
状

　

中
小
企
業
の
正
社
員
の
賃
金
水
準
の

平
均
値
（
29
・
８
万
円
）
は
大
企
業
の

平
均
値
（
38
・
３
万
円
）
よ
り
も
低
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
平
均
の
比
較
で
あ
り
、

大
企
業
の
平
均
賃
金
を
上
回
る
中
小
企

業
も
２
割
存
在
。

　

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
労
働
生
産
性

の
水
準
と
賃
金
水
準
は
相
関
す
る
が
、

正
社
員
の
年
齢
階
層
ご
と
の
賃
金
水
準

を
見
る
と
、
中
小
企
業
の
正
社
員
は
、

大
企
業
の
正
社
員
に
比
べ
る
と
年
功
賃

金
の
要
素
が
小
さ
く
、
相
対
的
に
成
果

主
義
・
能
力
主
義
的
な
性
格
が
強
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

中
小
企
業
は
組
織
が
小
さ
く
経
営
者

の
目
が
行
き
届
き
や
す
い
た
め
、
従
業

員
の
成
果
に
応
じ
た
賃
金
制
度
の
運
用
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を
行
な
い
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
企
業
が
考
え
る

成
果
給
の
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

従
業
員
数
の
多
い
企
業
ほ
ど
成
果
を
評

価
す
る
た
め
の
制
度
の
運
用
が
難
し
い

と
の
回
答
が
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

　

成
果
給
を
重
視
し
て
い
る
企
業
で
も
、

年
功
序
列
を
重
視
し
て
い
る
企
業
で
も
、

企
業
業
績
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
な

い
。
長
期
勤
続
の
促
進
に
よ
り
熟
練
技

能
の
蓄
積
が
必
要
か
ど
う
か
等
、
企
業

の
特
性
や
経
営
戦
略
等
に
応
じ
て
最
適

な
賃
金
設
計
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
。

⑵�

仕
事
の
や
り
が
い
の
現
状
と
従
業
員

の
意
欲
の
向
上

　

労
働
者
が
感
じ
る
仕
事
の
や
り
が
い

は
年
々
低
下
傾
向
。
大
企
業
と
中
小
企

業
の
正
社
員
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
企

業
の
方
が
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
者
が
若
干
多
い
が
、
中
小
企
業
で

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
者
は
多
く
、

大
企
業
と
比
べ
て
遜
色
は
な
い
。

　

勤
続
年
数
10
年
以
上
の
従
業
員
に
つ

い
て
は
、
10
年
前
と
比
べ
て
現
在
の
方

が
仕
事
の
や
り
が
い
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
回
答
し
て
い
る
従
業
員
が
中
小

企
業
の
方
が
多
い
。
幅
を
も
っ
て
見
る

必
要
は
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
仕
事
の

や
り
が
い
が
大
企
業
よ
り
も
低
い
と
は

言
え
な
い
。

　

仕
事
の
や
り
が
い
が
満
た
さ
れ
て
い

る
と
従
業
員
が
回
答
し
て
い
る
企
業
は
、

黒
字
企
業
で
業
況
が
良
い
と
い
う
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
従
業
員
が
感
じ
る
仕
事

の
や
り
が
い
を
高
め
、
意
欲
を
引
き
出

し
て
い
く
工
夫
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

　

や
り
が
い
の
源
泉
と
し
て
最
も
大
き

い
の
が
「
賃
金
水
準
」
で
あ
る
が
、
二

番
目
に
は
「
自
分
が
し
た
仕
事
に
対
す

る
社
内
の
評
価
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

従
業
員
の
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
く

た
め
、
従
業
員
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と

評
価
し
た
り
、
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
達

成
感
を
高
め
る
工
夫
を
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
示
唆
。

□�

働
き
方
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス

⑴�

労
働
時
間
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
現
状

　

正
社
員
の
労
働
時
間
は
中
小
企
業
の

方
が
大
企
業
よ
り
も
長
い
。
こ
れ
は
、

年
間
休
日
総
数
が
中
小
企
業
の
方
が
少

な
い
こ
と
を
反
映
。

　

こ
の
よ
う
に
労
働
時
間
に
差
異
が
あ

る
も
の
の
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
つ

い
て
は
、
大
企
業
も
中
小
企
業
も
、
正

社
員
の
約
４
割
が
「
取
れ
て
い
な
い
」

ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
取
れ
て

い
な
い
」
と
感
じ
て
お
り
、
両
者
の
間

で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。

⑵�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
の
た
め
の
課
題

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推

進
す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、
経
営

ト
ッ
プ
や
管
理
職
層
の
奨
励
・
意
識
改

革
の
ほ
か
、
仕
事
を
シ
ェ
ア
す
る
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取

り
組
む
中
小
企
業
は
収
益
状
況
が
悪
い

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
良
い
企

業
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

景
気
後
退
に
伴
っ
て
残
業
が
減
少
し

て
い
る
今
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
や
従
業
員
の
意
欲
の
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
従
業
員
の
働
き
方

の
点
検
・
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

⑶
女
性
労
働
者
の
活
用
の
現
状
と
課
題

　

育
児
退
職
し
た
後
、
６
割
の
女
性
が

就
業
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、

就
業
し
て
い
な
い
。
育
児
後
の
女
性
に

対
し
て
、
中
小
企
業
は
正
社
員
と
し
て

働
く
場
を
大
企
業
よ
り
も
多
く
提
供
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
面
で
も
中
小
企
業

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

⑷
高
齢
労
働
者
の
活
用
の
現
状
と
課
題

　

中
小
企
業
の
従
業
員
は
高
齢
に
な
っ

て
も
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
者
が
多

く
、
実
際
、
65
歳
定
年
や
定
年
の
な
い

中
小
企
業
は
大
企
業
に
比
べ
て
多
い
。

今
後
、
我
が
国
の
高
齢
化
が
一
層
進
展

し
て
い
く
中
、
中
小
企
業
に
お
け
る
高

齢
労
働
者
の
積
極
活
用
が
重
要
。

　
ま
と
め

⑴
我
が
国
の
景
気
が
急
速
に
悪
化
し
、

中
小
企
業
の
業
況
、
資
金
繰
り
等
は
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
た
。
政
府
と
し
て

は
、
資
金
繰
り
対
策
、
下
請
取
引
の
適

正
化
等
に
取
り
組
ん
だ
。

⑵
か
つ
て
な
い
内
外
需
の
減
少
の
中
で
、

変
化
し
た
市
場
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ

れ
に
対
応
す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
・
供
給
、
販
路
開
拓
等
、
中
小
企
業

と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
。

⑶
雇
用
情
勢
が
急
速
に
厳
し
さ
を
増
す

中
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
経
営

資
源
で
あ
る
人
材
を
確
保
し
育
成
し
て

い
く
た
め
に
は
、
足
下
の
雇
用
の
維
持

に
加
え
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
踏
ま
え
た
人

材
の
橋
渡
し
と
そ
の
支
援
が
重
要
。

　

中
小
企
業
は
、
経
営
者
と
従
業
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
従
業

員
の
意
欲
や
能
力
の
向
上
に
取
り
組

み
、
経
営
者
と
従
業
員
が
一
丸
と
な
っ

て
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
越
え
、
一
層

の
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
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